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〔論文審査の要旨〕 (Summary of the Dissertation Evaluation) 

 本論文は、ミャンマー、シンガポール、タイの東南アジア3か国の教員養成に従事する教師教育者

（teacher educators）の研究関与（research engagement）の特徴とその促進・阻害要因について垂

直比較（vertical comparison）、水平比較（horizontal comparison）の観点から明らかにしたもので

ある。 

論文の構成は、次のとおりである。 

第1章では、研究の着想、研究対象国の選定、問題の所在、研究の目的、具体的研究課題、研究の

意義、用語説明、論文構成について論じている。 

第2章では、研究対象国3か国の教育制度、教師教育制度について整理している。 

第3章では、本研究課題にかかる先行研究を、教師教育者の研究関与、研究に対する教師教育者の

認識、教師教育者の研究関与の実際（practice）、教師教育者の研究関与に影響を与える要因、研究

対象国毎の関連先行研究の5つの観点毎に検討し、本研究の概念的枠組みを示している。 

第4章では、研究方法について、哲学的前提、研究設計、比較事例研究（comparative case study）、

研究データの収集方法とその過程、研究データの分析方法とその過程、信頼性と妥当性、研究倫理に

ついて論じている。 

第 5章、第 6章、第 7章では、それぞれミャンマー、シンガポール、タイの事例研究の結果につ

いて論じている。まず、同国における教師教育者の採用と職責、同国における教師教育者の研究関与

にかかる政策、取り組みが論じられる。次に、各国の調査対象となった教員養成機関について、教師

教育者の属性、教員養成機関レベルの教師教育者の研究関与にかかる施策や取り組み、教師教育者の

研究関与に対する理解・態度、教師教育者の研究関与の実際、教師教育者の研究関与の動機と課題、

垂直比較分析の結果について論じている。 

第 8章では、第 5章、第 6章、第 7章の内容について水平的な比較分析を行い、それを踏まえて

教員養成機関のタイプ毎にみられる教師教育者の研究関与、教師教育者の研究関与に影響を与える要

因の2点について総括的な分析を行っている。 

第9章では、本研究の分析結果について総括した上で、本研究の学術的・実践的意義、本研究の限

界と今後の研究課題について論じている。 



   

本論文は、次の3点で高く評価できる。 

１．これまで教員養成に従事する教師教育者に関する研究は、主として、欧米、中東を中心として行

われており、本研究は、アジア発の先駆的な研究業績であること。また、その中核的内容は、国内

外の学術会議での口頭発表ならびに複数篇の査読付英語論文として公表済みであること。 

２．教師教育者が従事する研究、研究関与に影響を与える要因に見られる東南アジア的な特質を明ら

かにしたこと。具体的には、ミャンマー、シンガポール、タイの教師教育者が従事する研究は、欧

米、中東に見られる授業を対象とした実践研究ではなく、学術的な研究が多く見られること。また、

教師教育者の研究関与に影響を与える要因として、隠れた時間（hidden time）や、社会的なつな

がり（social belongingness）といった調査対象国の特質と呼べる事柄を明らかにしたこと。 

３．本論文は、東南アジアの3か国を対象として、執筆者自らが現地に複数回赴いて行った聞き取り

調査、関連資料の収集からなるフィールドワークから得られた知見に基づくものであること。 

 

以上、審査の結果、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があるものと認

められる。 

 

令和 6 年 7 月 29 日 

 

備考 要旨は，A4版2枚（1,500字程度）以内とする。 

(Note: The summary of the Dissertation should not exceed A4 size,2pages (about 500 words).) 


